【梗概】
研究発表
Hag(醜女)はGoddess(女神)に変身するか？
~Joyceが読み解くCeltic Myth～
下川　理英
　Joyceが20世紀初頭に復活したCeltic revivalを好意的に思っていなかったことは広く知られている。彼は1899年から1906年にかけてthe United Irishmanに掲載されたCeltic Mythに関する記事を読んでいたという記録が残っているが、これらのNationalismを鼓舞するための神話をどのように解釈し、自身の作品に還元しているかを論じた評論は少ない。Joyceは作品の中でCeltic mythに見られる女神(goddess)が持つ醜と美、弱さと強さの曖昧さ、両義性を痛烈に批判し、敢えて彼はrevival時代の作家のそれとは違った意味を女神に持たせた。本発表では神話の多重的側面を通じて現実のアイルランド性をあぶりだしたJoyceの意図を探る。さらにUlysses第1挿話に登場する”Poor Old woman = milk woman”と第12挿話の”Old Gummy Granny”が持つhag/ croneのイメージと豊満で美しいMolly のsovereignty figureのイメージに焦点を当て、果たして本当にアイルランドに喩えられるhag(醜女)はgoddess(女神)に変身するのか、検証する。
緑の車と首都の仮面― “After the Race” の植民地表象について

田多良　俊樹
短編 “After the Race” の背景となっている第４回「ゴードン・ベネット杯自動車レース」とは、何だったのか？ 本発表では、まず、その開催決定から終了後までを報じた新聞Leinster Leaderを精査して、ベネット杯を、大英帝国と植民地アイルランドの階層性を強調する出来事として捉え直す。そして、 “After the Race” というテクストが、「表面的なもの」とでも言うべき一連のモチーフを用いて、ベネット杯というコンテクストの政治性に呼応していることを指摘する。ベネット杯に出場した大英帝国の「緑色」のレーシング・カーと同様に、ドイル父子と大英帝国の共生、ジミーの国際的交友が醸成する優越感、ダブリンがかりそめに纏う「首都の仮面」などが、文字通りにも比喩的にも、アイルランドの植民地性を覆い隠す「表面的なもの」として機能し、帝国を模倣する植民地主体の皮相さを前景化している点を提示したい。
１９世紀姦通小説と『ユリシーズ』

新名　桂子
１９２２年の『ユリシーズ』の出版が、これ以降小説の概念が変わらざるを得ないほどの文学史上の一大事件であったことはよく言われることである。言語の革命としての観点から、あるいは「意識の流れ」といった語りの技法の観点から『ユリシーズ』の新しさについては、すでに多くの研究者によるすぐれた論考がなされている。この小説を語るにあたってこうした形式の前衛性の検討は不可欠であるが、本発表での主な関心は物語内容や価値観の新しさにある。『ユリシーズ』は「寝取られ亭主」ブルームの物語として語られることが多いが、ジョイスがなぜこのような物語を書いたのかについての興味はつきず、たとえば、Michael Masonの“Why Is Leopold Bloom a Cuckold?”(1977)はこの問題を直裁に問うた興味深い論考である。Masonによれば、ジョイスは寝取られ亭主ブルームを、19世紀のふたつの小説『ボヴァリー夫人』と『アンナ・カレーニナ』、およびひとつのオペラ『トリスタンとイゾルデ』から発展させている。
本発表では、『ボヴァリー夫人』と『アンナ・カレーニナ』にトルストイの中篇『クロイツェル・ソナタ』も加えて『ユリシーズ』と比較を行い、これら１９世紀姦通小説から２０世紀の『ユリシーズ』への飛翔についていかなる説明が可能であるかを検討し、『ユリシーズ』の文学史上での意味や新しさについて考察する。ジャンルとしては同じ小説であり、またテーマも「姦通」でありながら、なにがどう変化（あるいは進化）して『ユリシーズ』は誕生したのか。このことを、それぞれのヒロイン像に注目して説明したい。
FWワークショップ 
鈴木 英之（兼司会）　東川 正彦　　豊田 淳　　土井 祐
206.29～209.09を扱かう。
シンポジウム：  ジョイスの少女たち
司会・パネリスト　福岡眞知子

　Henke と Unkeless が編集した Women in Joyce が出版され注目されてから25年以上になる。しかし、ジョイスの描いた girls (「少女」たち)に焦点をしぼった著作はまだない。いまだに「女」・「子ども」等を一段低い存在とみなし、論じること自体を正統あるいは高級でないとみなしているということはないと思いたい。フェミニズムをふまえた批評のありかたも、学界の常識になっているといえよう。そこで、今年度のシンポジウムは上掲のテーマで論じ合うことにした。「少女」とは、という議論も、ジョイスの描いた人間たちを考えるのに有意義であろう。話し合いの過程で、ジョイスの家庭観、多様な人間観がいっそう鮮明になればうれしい。

　まず、第一部では福岡が Eveline(‘Eveline')、Polly(‘The Boarding House')、Sinico 船長の娘(‘A Painful Case')、Kathleen(‘A Mother')、Manganの姉(‘Araby')などDubliners の「少女」と思われる人たちを創作順に分析する。少女が「見られる・見上げられる」対象やVirgin 信仰の象徴よりは、とらわれている親たちからさらにとらわれている〈二重のとらわれ人〉という存在であることが重視されているようすを探る。ついで、以下の発表順に、各要旨のようにパネリストがジョイスの「少女」たちを論じる。第二部ではパネリスト間、フロアの皆様とパネリストとの活発な議論を期待する。

Emma がE— C— になるとき
パネリスト　道木　一弘
Stephen Hero における主人公スティーヴンにとって、Emma は未だ魂を持たず、ただ魅力的な肉体を持つ処女であり、同時に、当時のアイルランドの保守性、後進性を体現する存在である。ただし、少女であるが故の可能性があり、スティーヴンはそこに働きかけることでアイルランド社会全体を変革し、“new humanity” を構築しようとする。Emmaが持つこうした象徴性はA Portrait of the Artist as a Young Man においても継承されるが、ただし、前者において直接話法で提示されたEmma の「声」は、後者では抹消され、彼女はスティーヴンの主観を介してのみ描かれる。例えば、S. Friedman はここにモダニズムが抱える男性中心主義の陥穽を見る。しかし、A Portrait の語りが体現する主観性が、人間の置かれた状況をより的確に表象するためのスタイルの変革であるなら、作品の意味は全く逆にもなりうるだろう。シンポジウムを機会に、この問題をより発展的に議論できればと考えている。
少女は何を欲しているのか？——ガーティ・マクダウエルの交叉する視線——
パネリスト　井川ちとせ
　James Joyce, Sexuality and Social Purity (Cambridge: Cambridge UP, 2003)においてKatherine MullinはUlyssesのガーティ・マクダウエルを、「ブルームに、見ることは許しても触ることは許さず、推量を巡らせるのにまかせ、欲望を促すと同時に抑えながら、思いどおりにパフォーマンスを演じている（in full control of her performance）」と評し、眼差しの主体としての男とその受動的な対象としての女というイデオロギー的二項対立を覆す。しかしそもそも、女であれ男であれ、自らの行動を完全に統御し得るような自律的個人を措定することは、マスメディアが提供するナラティヴと修辞のパスティーシュとしての主体を描き出す第13挿話の語りと矛盾しないだろうか。本報告では、ガーティが示す肉体への自己陶酔的な執着に注目し、消費社会における投資と物神崇拝の対象としての少女の肉体について考察してみたい。
イゾルデ、イッシー、レインボウ・ガールズ――父と娘の物語
パネリスト　山田久美子
『フィネガンズ・ウェイク』は「トリスタンとイゾルデ」伝説に着想を得て、ほぼ16年に渡ってパリで執筆された。最初期の創作メモにみられるIs’s PopがのちのHCEである。作品の中で王女イゾルデはイズ、イッシーなど様々な名前の少女として分裂と結合を繰り返す。虹の七色となって誘惑する女であり、死者の再生をもたらすイシス神でもある。『フィネガンズ・ウェイク』執筆の歳月はまた、ダンサーになるのをあきらめたジョイスの娘ルチアが、精神の暗闇に迷い込んでいった日々でもあった。思春期を迎えたルチアはモダンダンスに夢中で、叔母アイリーンが訪ねたときには「皆の後で静かに踊っていた」という。複雑な言語環境で育ったルチアは言語によらない自己表現を当時のパリで盛んだったモダンダンスに求めたのだろうか。第二部第一章では子どもたちがマイムの形をとった色あてゲームに興じる中、7人のレインボウ・ガールズが踊る。少女から女になることが叶わず、多言語の間をさまよいながら踊る娘は、ロゴスに統制されない物語を書く父の詩神だったのか。テキスト解釈の手がかりとしたい。
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